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日 本 人 学 習 者 の 英 文 朗読 に 見 ら れ る プ ロ ソ デ ィ
ー

の 特 徴 ：

　　　　　　 音響 音声学 か ら の ア プ ロ
ー チ

　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 神崎　和男 （大阪電気通信大学）

　
”
Prosodic　Features　Observed 　in しhe　Speech 　of 　Japanese　Learners　of 　English

’「

キー ワー ド ：日本 人英語学習者，音響分 析，発話 速度 ， di　一ズ ，イ ン トネーシ ョ ン

1 ．研究の 目的

　 日本人の 英語の 発音に つ い て 分析や考察す る場 合 ， セ グメ ン トを対象 として学習

者 と母国語話者の 発音の 異同 を論 じる 研究は これ まで に も多 くな されて きた。 また，

プ ロ ソ デ ィ ーに つ い て も文レ ベ ル で の 研究はみ られ る。 しか し ， 言語が コ ミュ ニ ケ

ーシ ョ ン の 手段 として 機能 して い るこ とを考 える と ， 談話 レ ベ ル での 音 声分析が今

後 ます ます 重 要に な っ て くる もの と思われ る。

　そ こ で 本研 究発表の 目的は ， 音声分 析機 器 を用い て英語 学習者の 英文 朗読に み ら

れ るプロ ソテ 1一の 特徴の い くつ かを明 らかに し，発音指導の 在 り方 につ い て 検討

を加 える もの で ある。

2 ．音声資料 と分析対象

　日 本人大学生 3 名お よび ア メ リ カ人 1名に 約 120 語の トピ ッ クを持 っ た まとま

りの あ る英文 を朗読 させ て 録 音す る。 また， 日本 人話者に つ い て は 日本語 に よる 朗

読 も録音す る。 これ らの 発話 を 音声資 料 として， KAY 社 の音 声分析 ソ フ トCSL に

よ りコ ン ピ ュ
ー タ上で 解析す る。分析対象 は，発 話速度，ボ ーズ ，イ ン トネー シ ョ

ンの 3 つ で ある 。

3 ．結果 と考察

（1 ）発話速 度に つ い て

　発話全体の 持 続時 間の 測定お よび発話速度 を算 出す るた め の 音節数の 特定 は，ス
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ベ ク トロ グラ ム を表 示 して 行 っ た 。結果 と して ， 英文朗読 に お い て 母国 語話者 も学

習者も，発話全体の 発話速度の 変動 に お い て類似 した傾 向がみ られた。 た とえば ，

最初 と最後は 速め だが途中で は なかだ るみ 現象 の ためか 速 度が 減少す る 。 日本語朗

読に つ い て も 同 じよ うな 傾向 がみ られ るの で ， 朗読に おけ る
一

つ の 傾向 とい えよ う。

（2） ポー ズ につ い て

　ボー ズの 頻度数 に おい て 学習者 の 方が多 くな っ て い る 。 しか しな が ら，母国語話

者 と学 習者 との 間で は ，ポ ー ズが発話全体に 占める 割合に 大 きな違い はみ られな か

っ た 。 これは ， 学習者の 場合 どうして も全体の リズ ム を考 えず に 文 を不 必要に 区切

っ て 朗読 して し ま っ て い るか らだ と思わ れ る。 ポーズ の 割 合が 学習者 と母国語 話者

の 間 で大 きな違い がみ られ ない の は ， 学習者の 用い るボ ーズの 頻度や持 続時間が長

め で も，発話速度 が遅い ため それ と平行 して 発 話全俸の 長 さも長 くな る か らだ と言

える 。

（3 ）イ ン トネーシ ョ ン につ い て

　学 習者の 発話は母国語話者の それに 比 べ て ，細か い ピ ッ チの 上下変動が連続して

い る傾 向が み られ る 。 これ は単語 の ア クセ ン トが 文 中で も保持 され る とい う日本語

の 影響 と考 え られ る。 また， フ t 一 カス が どこに あ るの か も特定 しに くい 。 さらに ，

文末や 句の 切れ 目で は下降調の み が観察 され，母国語話者の 用い る イ ン トネー シ ョ

ンの 多 様性 とは 異な る。 また， ピ ッ チ の 全 体の 幅 も学習 者は狭 めで 日本語 の朗 読 と

同 じ傾 向がみ られ る 。

4 ，結論

　 日本入の 英語 を母国 語話 者の そ れ と比較 す る と ， 発話速 度の 変 動やdi　一ズの 発話

に 占め る割合に 類似の 傾向がみ られ るが， イ ン トネーシ ョ ンに はかな り明瞭 な違い

が認め られ る 。 音声指導 に は ， 個 々 の セ グメ ン トの発 音に あ まりこ だわ る よ り．発

話全体の 意味 や構成を考慮 した上で ，発話速度 J ポーズ， イン トネーシ ョ ンな どに

注意 を向け，聞 き手に わ か りやす い 話 し方 を追 及す る こ とが重 要で あ る。

一 210 一
N 工工

一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Association of College English Teachers (JACET)

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assooiation 　of 　College 　English 　Teaohers 　（JACET ｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9月22日（日1 研究発表第 8室 （1311 ）
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　 　 　 Sentence 　Number

　 　　 　 　 　 発話 速度

　 　 　 8．5

譱1
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1 2 3 ， 5 6 7

　　　　　　　　　　　　　　　　　文番号

Ai　．一 ズ 　薑文の朗読⊥ 一 文の盥読」工 表L

N組 veS しuden しAStudent 　BS にuden 【C

Number　of

Pauses
Sentence　Fina19 9 9 9

InS に 3 6 6 9

Le  しhof
Pauses

Sentence　Fina1732 713 775 647

（av 〔罫age ） In　Sしc （ms ） 451 618 556 554

Pause1Passage
Le　 しh （％） 21．42 18．36 19．33 20．79
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S団 de皿 AS 山 denLBSU エde皿tC

Nu 皿 ber　of

Pauses
Sentence　F血 al6 6 6

In　SDC 12 10 18

Leng匸h　of

Pauses
Se羝tence 　F血 a1687 780 671

（average ） In　SLC　 （ms ） 462 344 318

Pause／Passage
Le 　 【h （％） 18．87 17，68 19．68

イン トネー シ ョ ン 　x 文の 朗読⊥ ヒ表L と且 w w ＿

NaUve Student　AStude 且し BSulden し C

High　 （Hz ）217 139 190 163

Low 　 （Hz ）77 87 93 100

Range （Hz ）140 52 98 63

Studenし AStuden し BSLudenL 　C

Hig血　 （Hz）156 219 173

Low 　 （Hz ）94 92 102

Range （Hz ）62 127 71

まとめ
llt：llig1ipt；．W −1‘C
・英 文の 朗読 にお い て，母国語 話者 と英語学習者の 発話に よ く似た傾向がみ られる。
　 日本文の 朗読に おい て ，日本八の 発話に よく似た傾向がみ られ る。

a u
・
英文の 朗読に お い て ，学習者はポ ーズの頻度が母国語話者 よ りも多 い 。 しか し，全ボー

　ズ 長が全朗読時間に 占め る割合は 両者 で大 きな 違い がな い 。
・日本人に よる 日本文の 朗読に おい て，全ボーズ 畏が全朗読時間に 占め る割合は話者問で

　大 きな違い がな く，また英文朗読での 割合 にほ ほ等 しい 。

・
英文の 朗読に お い て，学習者は母国語話者に 比べ て声の 高 さの 高低 差が かな り小 さい 。

・日本人に よる 日本文の朗読に おける声の高さの 高低差は，英語の朗読に おける それよ り

も差が大 きい 。
・英文の朗読に お い て ， 学習者はボーズの前で も下降調の イ ン トネー

シ ョ ン を用 い る傾向
が ある。
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